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29 木 × 式 学 学 集会 0 0 ①始業式②1年集会③2年集会④3年集会 × × ×

30 金 × 学 テ テ 0 0 0 1，2年課題考査・3年実力考査 (学習・国・数) × × ×

31 土 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

１限 ２限 ３限 ４限 ５限 ６限 3年 ２年 1年
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学校行事・生徒の活動

1学期　努力したことを褒めよう

夏の総体始まる　頑張れ‼
こころの教育講演会
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 さて、生徒の皆さん、1 学期の学校生活はどうだった
でしょうか？皆さんそれぞれが目標や計画を立てて、そ
れを実行に移してきたと思います。目標や計画通り、結
果や成果に繋がった人もいたと思います。そういった人
は、本当にすばらしいことです、しっかり、自分を褒め
てあげてください。一方では、思いのほか結果や成果に
繋がらず、残念な思いをした人もいるでしょう。そうい
った人ほど、「考える」チャンスです。「ピンチはチャン
ス」です。目標が高すぎたのか？計画が不十分だったの
か？取り組み状況や態度はどうだったのか？環境要因
か？第三者的な要因か？課題を拾い上げて、対応策を考
える。必要に応じて目標設定を下げる、計画を変更する
などを行うことが大切です。 
さらに、もう一つ大切なことは、「結果や成果のみにとら
われず、経過や努力を評価する」ことです。皆さんには、
「ウサギとカメ」のたとえ話をしました。カメは目標 
 
 
 
 
 いよいよ、総体が 6 月末より尼崎市大会を皮切りに始
まっています。3 年生にとっては、これまで目標に向け
て努力してきた集大成の大会です。その期間には、本当
にいろいろな悩みやしんどさ、楽しさや喜び、仲間との
思い出があったことでしょう。緊張もすると思いますが
思いっきり力を出し切って、仲間と一緒の時間を大いに
泣いて笑って最高の時間と思い出をつくってください。
1・2 年生は、先輩のこれまでの努力とこの大会に向けた
強い思いや成果をしっかりと受け止め、皆さんの次のス
テージに繋げていってください。さあ、頑張れ、小園中
生‼ 
 
 
○柔道部 
・個人戦 有村 誉 優勝   與座 嵐士 優勝 
     谷口 輝 優勝 
○卓球部 
・団体戦 優勝 
・個人戦 山下 永希 ベスト 4 
○女子ソフトボール部 優勝 
○水泳競技  
・女子 200ｍ個人メドレー 園山 星菜 第 3位 
               （7 月 8 日現在） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に向けてこつこつと努力をし、結果的にはウサギに勝ち
ますが、ウサギと勝負をすると決めた時点で目標設定と
計画を考えるならば無謀といえる勝負です。また、ウサ
ギが油断せず勝負していたらカメには全く勝つ可能性は
なかったはずです。でも、この物語で心揺さぶられるの
は、成果や結果だけにとらわれず、カメがひたむきに努
力する姿です。努力し続けること自体が評価されること
です。ウサギが本来持っている能力を発揮してカメに勝
ってもさほど感動は呼ばず、物語が成立しません。 
 1 学期、皆さんは努力をしてきました。成果や結果に
結びつかなくても、成果や結果が自分の思い描いたもの
でなかったとしても、皆さんはひたむきに努力してきた
はずです。その努力と経過をしっかりと褒めてあげてく
ださい。そして、ご家庭の方々も先生も今の子どもたち
の努力が小さく映るかもしれませんが、「ウサギとカメ」
の物語でも、その勝負の一場面だけをみれば、カメの努
力は非常に小さいものに映っていたはずです。子どもた
ちの将来に向けた成長のためにまずは今の努力をしっか
り褒めてあげてください。そして、子どもたち自らが「考
える」経過のために手助けをしてあげてください。 
 
 
 
 
 今年度は 7 月 1・2・3 日（月・火・水）の日程で「こ
ころの教育講演会」を全学年で実施しました。今回は「デ
ート DV」をテーマに「尼崎市女性センター・トレピエ」
から講師をお招きしお話をうかがいました。中学生段階
では、少しずつ異性に興味を持ち、様々な行動にも反映
される時期です。異性も含め多様な交際が始まる時期で
はありますが、その前提には、互いの人格や権利などを
尊重することが必要です。自分の欲求だけにとらわれる
ことなく、相手の気持ちを大切にし、両者の関係におい
て、両者が最大限幸せになることを追求することが大切
です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 


